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四日市市における交通の現状

平成22年6月29日

第1回 四日市市都市総合交通戦略協議会
1

Ⅰ 四日市市の交通の現況
1 四日市市の公共交通 ・・・・・・・・P2

2 自動車への依存と影響 ・・・・・・・・P6

3 人口減少・高齢社会の到来 ・・・・P8
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① 公共交通網と人口分布

鉄道網を基軸に人口が集積しており、
内陸部の住宅団地等の需要に対応し
てバス路線網がそれを補完している。
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1 四日市市の公共交通

図 人口分布と公共交通網の整備状況
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② 鉄道とバスの関係
バス路線の多くが鉄道と平行しており、ラッシュ時を
中心に、輸送量を分担している。

また、バス路線の基終点が近鉄・ＪＲ四日市駅に集
中し、両駅が圏域外への拠点となっている。

図 バス路線の配置状況
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③ 鉄道・バス利用者数の推移

鉄道・バス利用者数は徐々に減少してきたが、平成17年以降に若干の増加傾向が

みられる。

図 市内の1日あたり鉄道・バス利用者数の推移
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④ 市民の意識
アンケートの結果は、

○公共交通網を維持すべきと8割

○維持するために「税金で負担する」が3割、「地域が負担する」が2割、「地域と税金
で負担する」が4割近くを占めた

利用する・しない

に関わらず、

現在のサービス水準で

公共交通の

維持を図るべきである

24.7 

利用者の減少による

サービスの低下は

やむを得ないが、

路線は廃止しないように

維持すべきである

56.1 

利用者の運賃で

維持するべきであり、

利用者が減少すれば

サービスの低下や

路線廃止も

やむを得ない

11.8 

無回答

7.4 

公共交通の維持について

税金で経費の

不足分を補う

28.1 

地域（利用者の

沿線の住民、企

業など）が一定

の負担をして

経費の不足分

を補う

20.6 

地域の負担と

税金を使って

経費の不足分

を補う

36.9 

その他

6.4 

無回答

7.9 

公共交通を維持する望ましい方法
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① 自動車分担率の動向
クルマ利用は昭和46年から平成13年で倍増（62.6％）、今後も暫くは増加の予想。
自動車分担率の高い中京都市圏の平均（平成１３年、56.3％）をも超える。

図 代表手段別交通利用割合の経年変化

注）昭和46年～平成13年は、実績値、平成27年、37年は予測値
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2 自動車への依存と影響
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四日市市内を発着とする移動が対象
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② 道路交通渋滞の発生
自動車の増加により、市内の幹線道路では渋滞が発生。
生活道路への通過交通の流入やバスの定時性確保が課題。

◆市内を南北に縦貫する国道1号,国
道23号、郊外部の住宅団地と中心市
街地や臨海部を結ぶ国道365号,国道
477号等に交通が集中。
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出典：三重県第4次渋滞対策プログラム

図 市内幹線道路の渋滞箇所

渋滞路線
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① 少子・高齢化による公共交通需要の減少
平成21年の四日市市の人口は約31.5万人、この内、65歳以上の高齢者が約6.6

万人と、平成2年の約2倍に増加している。

今後、自ら移動できる交通手段を持たない高齢者の移動を支援する公共交通
サービス強化が必要とされている。

平成47年人口は26.3万人となり、公共交通利用者数も減少することから、公共交

通サービスの提供にあたり、需要に適した交通システム導入も必要となる。
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資料：国勢調査 平成21年はＨ21.7.1現在
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3 人口減少・高齢社会の到来
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国立社会保障・人口問題研究所

図 年齢別人口構成の推移 図 人口の推移と動向
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② 郊外住宅団地の高齢化

市内の平均年齢（男性41.7歳、女性44.4歳）に対して、坂部が丘、三重、
笹川の３団地をサンプルに状況を比較すると、坂部が丘団地で男女計で6.5歳、
三重団地で3.6歳、笹川団地で0.6歳といずれも市の平均を上回り、住宅団地
の高齢化を示している。

49.0
50.1 49.6

45.4

47.9
46.7

42.5
44.9

43.7
41.7

44.4
43.1

30.0

35.0

40.0

45.0

50.0

55.0

男性 女性 合計

坂部が丘団地 三重団地 笹川団地 四日市市計

資料:四日市市
※四日市市全体から3団地の人口を除いた四日市市の平均は上図の値より0.1歳減少する。

図 主な住宅団地の平均年齢（平成21年10月1日現在）

(歳)


